
項 目 内 容

①実現したい未来
多職種の協働を支える情報共有基盤を整備して患者や家族に関わる情報を地域全体で共有し、
途切れのない有意義な医療・介護サービスを提供する。

②背景・現状
健康福祉行政の推進にあたっては、患者や家族にとって途切れのない医療・介護サービスを
提供することが求められており、今後ますます需要が高まると想定されている。

③課題
現状は官民問わず多くの関係者間での調整が電話・FAX・紙文書等の送付により行われてお
り、情報共有に手間がかかっている。

④原因 リアルタイムで患者や家族の情報を共有できる場がない。

⑤解決策
クラウドサービスを利用し、地域における医療・介護コミュニティの再構築を行う。
（バーチャルによる補完）

⑥得られる効果（予測） 例：１００件/日の電話対応時間の削減

⑦R3年度の取り組み
・タスクの洗い出し
・ペルソナを設定し、必要なタスク（関係者・情報・課題など）の深掘りを実施
・関係者や情報がどのように連携し、つながっているかを整理

⑧今後の展開
（スケジュール）

システム導入に向けたRFI・RFP、医師会等外部機関との調整、個人情報取扱の整理、
試行運用、予算要求

WG名 ⑥業務システム（健康・福祉）WG
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前橋市民

在宅医師

急性期病院
回復期病院

薬局・薬剤師

歯科医師

市役所

訪問
看護師

訪問リハ

ケア
マネージャー

デイサービス

サービス利用
状況の共有

気づきの共有

診療情報
の共有

医療情報の共有

服薬状況
の共有

健康状態
のチェック

ケアプランの作成

有事の
支援

口腔ケア

急性期医療

在宅医療

デイサービス
の提供

服薬の
安全管理

多職種連携
イメージ

自立
支援

救急隊

要介護
認定
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タスクの洗い出し
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ペルソナの設定

ペルソナとは、「リアリティのある架空の人物像」のこと。
ペルソナを設定することにより、具体的な対象者をイメージしやすくなる。
WGメンバーで共通のペルソナをイメージし、それぞれのペルソナの視点で具体的なタスクの洗い出しを行った。
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ペルソナを題材にしたタスクの深掘り
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関係者・情報などの連携・つながりを検証
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